投げ上げ・投げ下ろし
上向きをプラスにするか、下向きをプラスにするかは自分で設定する。

設定した方向と同じなら＋、逆ならマイナスになる。

(1)投げ上げ（上をプラスにするとき）

　加速度a＝－g

　速度
v＝v0－gt

　位置
x＝v0t－
[image: image1.wmf]2
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(2)投げ上げ(下をプラスにするとき)

　加速度
a＝g

　速度
v＝－v0＋gt

　位置
x＝－v0t＋
[image: image2.wmf]2
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g t2　

(3)投げ下ろし(上をプラスにするとき)

　加速度
a＝－g

　速度
v＝－v0－gt

　位置
x＝－v0t－
[image: image3.wmf]2
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(4)投げ下ろし(下をプラスにするとき)

　加速度a＝g

　速度
v＝v0＋gt

　位置
x＝v0t＋
[image: image4.wmf]2
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【１】地上から真上に初速度14.7m/sで投げ上げた。

　　重力加速度を9.8m/s2として、次の問いに答えなさい。
(1)　1.0秒後の速さv1と、地上からの高さh1を求めよ
(2)　最高点hに達する時間tはいくらか
(3)　最高点の高さｈは地上より何mか
(4)　初速度を2倍の29.4m/sにすると、最高点の高h'を、hをもちいて表せ
【２】物体を4.9m/sの速さで真下に投げおろした。重力加速度の大きさを9.8m/s2 とする。次の問に答えよ。

(1)147m下方に達するまでの時間は何秒か。

(2)147m下方に達したときの速さは何m/sか。

【３】高い橋の上から小石を初速度の大きさ5.0m/sで鉛直下向きに投げおろしたところ、2.0秒後に水面に達した。

(1)水面に達する直前の小石の速さはいくらか。

(2)水面から橋の高さを求めよ。

解答・解説

【１】

[解説]上向きをプラスとする。

(1)v1＝v0－gt＝14.7－9.8×1.0＝4.9m/s

　h1＝v0t－
[image: image5.wmf]2
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gt2＝14.7×1.0－
[image: image6.wmf]2

1

×9.8×12＝9.8m

(2)「最高点」＝「速度がゼロ」
　　　v＝v0－gt
＝0より

　　　14.7－9.8t
＝0

　－9.8t
＝－14.7


　　　t
＝1.5s

(3)　h＝v0t－
[image: image7.wmf]2
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gt2＝14.7×1.5－
[image: image8.wmf]2
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×9.8×1.52＝11.025＝約11m

(4) 　公式：　(終速度)2－(初速度)2＝2ax
　初速度v0のとき　02－v02＝2×－(9.8)×h

　hについて解くと　h＝
[image: image9.wmf]8
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…(ア)
　初速度を2v0にすると　02－(2v0)2＝2×－(9.8)×h’
　h’について解くと、h’＝
[image: image10.wmf]8
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1

×4v02
…(イ)

　(ア)と(イ)を比較してh'＝4h

[別解]エネルギー保存の法則でも求められる。

[別解](2)(3)と同じ手順でh'を求めても4倍となる。

【２】

(1)下向きをプラスとすると、速度
v＝v0＋gt、位置x＝v0t＋
[image: image11.wmf]2
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　4.9t＋
[image: image12.wmf]2

1

×9.8×t2＝147　(移項してから両辺を4.9で割る)

　t2＋t－30＝0
　(t＋6)(t－5)＝0

　t＝－6、5

　t＞0なので、t＝5秒後

(2)v＝4.9＋9.8×5＝53.9m/s

【３】

(1)速度、加速度の向きは各自で設定する。今回は下向きをプラスとしてみる。

　v＝v0＋gt＝5.0＋9.8×2.0＝24.6m/s

(2)x＝v0t＋
[image: image13.wmf]2
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gt2＝5.0×2.0＋0.5×9.8×2.02＝29.6m

_1265479468.unknown

_1272719609.unknown

_1272720889.unknown

_1296654268.unknown

_1272720824.unknown

_1272719578.unknown

_1265479431.unknown

